






























尼崎・西宮・伊丹・川西

品目 薬剤名 希釈倍数・使用量 使用時期 使用回数

トマト

きゅうり

こまつな モスピラン顆粒水溶剤
４000倍

100～300
リットル/10ａ

収穫７日前まで 1回

ほうれんそう ベンレート水和剤
2000倍

３リットル/㎡
収穫21日前まで 2回以内

第2号
平成29年5月16日(火)

アブラムシ類大発生！！！
　今回から、コナガ、アザミウマ類、コナジラミ類のトラップ調査の予察情報を発信します！今回の調査では、どの害
虫も発生はあまり見られませんでした。これからの発生にご注意ください。
　現地ほ場調査では、トマト、きゅうり、こまつな等多くの作物でアブラムシ類の発生が確認されました。今後、気温
の上昇に伴って増加が予想されますので、発生初期の対応を心がけてください。

発生病害虫 調査地点での
発生状況

多

多

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

※ 必ず農薬のラベルを確認してから使用基準を守って使用するようにしましょう

微

アブラムシ類

微

　　　　　　　　　　　　　　　　　HPアドレス【 http://www.jarokko.or.jp/　農業情報→極めよう→センターだより→より検索下さい】

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは 阪神農業改良普及ｾﾝﾀｰ　　　

ウララＤＦ

2000～4000
倍

100～300
リットル/10ａ

収穫前日まで 3回以内

萎凋病
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尼崎 西宮 伊丹 川西 

H28

H29

調査日 調査地区 

調査地点での発生結果と防除対策 

匹/14日 
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尼崎 西宮 伊丹 川西 

コナジラミ類 

アザミウマ類 

ｺﾅｼﾞﾗﾐ類及びｱｻﾞﾐｳﾏ類の 

発生推移（粘着トラップ） 
 
 

匹/14日 

＜症状＞ 
○地上部：黄化し、萎れる  ○地下部：根の中心が褐色にな

る 
・窒素過多で発病しやすい。 

・土壌水分の乾湿が繰り返されると発病が助長される。 
＜対策＞ 
・発病の激しい株は早期に抜き取る。 
・適切な農薬を散布する。 

ほうれんそう萎凋病 

アブラムシ類 

コナガ発生推移（フェロモントラップ） 
 

注目病害虫 

＜対策＞ 
・葉裏にかかるよう薬剤散布を丁寧に。但し、世代交代が早いためローテーション散
布を行う。 
・窒素含有量が多く、葉色が濃い植物を好む傾向にあるため、適正施肥を心がける。 
 
阪神南部全地域で、トマト・きゅうり等の作物での発生が確認されています。 
ご注意ください。 
 


